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 要  旨 
 
 本論文では、アナログ演算を用いたデジタル比較回路を提案している。 
 デジタル比較回路は近年のデジタルシステムにおいて非常に重要な役割を果た
しており、低消費電力、高速、省面積という需要がある。これらの需要に際限は
なく、常によりよい回路が求められている。 
 従来、デジタル比較回路の改善は、比較のアルゴリズムを改善し、簡単化され
た論理式をＣＭＯＳ回路で構成するという手法が一般的であった。本論文では、
従来の方法とは異なり、デジタルの入力をＤＡＣ（Digital-Analog converter:
ＤＡコンバータ）により入力パターンに固有のアナログ電圧に変換する。そして、
このアナログ電圧がＡ＞Ｂ、Ａ≧Ｂの場合に特徴的な振る舞いを見せるので、そ
れをＡＶＣ（Analog Voltage Comparator：アナログ電圧比較器）により検出し、
比較結果Ａ＞Ｂ及びＡ≧Ｂを得る。 
 提案する手法は上述のＤＡＣ、ＡＶＣを用いるという概念のみであり、そのＤ
ＡＣ、及びＡＶＣはどのような構成でも構わない。様々な検討の結果、キャパシ
タを用いたＤＡＣが最もよい結果を与えた。キャパシタを用いたＤＡＣは、高速
であり、また直流電流を通さないため低消費電力である。さらに、本研究で使用
するAgilent/HP AMOS14TB (0.50μm) processを用いるとキャパシタは非常に小さい
面積で実現できる。 
 提案する手法を用いた６４ビット比較器と従来の６４ビット比較器[1]を、ＨＳ
ＰＩＣＥを用いたシミュレーションにより評価を行った結果、提案する回路は面
積及び遅延の面で改善された[2]。しかし、消費電力は大きくなってしまった。こ
れは、ＡＶＣ部が動作のために必ず電流を流さなければならず、これが消費電力
の主因となってしまった。  
 今後の課題としては、低消費電力で動作するＡＶＣを適用し、全体の消費電力
を抑えることである。  
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